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■ HOTPLUS マルチウォームバッグ
マルチウォームバッグは、二重構造の袋型加熱キットです。
袋内部に設置した発熱剤に水を添加することで発熱し、その熱および蒸気により食品の加熱および湯を生成します。
本製品は最大約1.8リットルの湯を生成することが可能であり、粉ミルクの調乳、飲料の準備、食品加熱のほか、湯の供給を必要と
する用途に対応します。
軽量かつコンパクトな構造により、備蓄、運搬および配布用途にも適しています。
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1. HOTPLUSシリーズ概要（HOTPLUS Series Overview）
HOTPLUSシリーズは、水反応性発熱剤を使用し、水のみで食品の加熱および湯の生成を可能とする
加熱製品シリーズです。

電気・ガス・火気を使用せず加熱でき、停電時や災害時などのライフラインが途絶えた環境でも使用
可能です。本シリーズは、湯の生成に対応した袋型のマルチウォームバッグと、蒸気により食品を直
接加熱するあったかフードボックスで構成されています。

2. 製品構成（Product Lineup）
HOTPLUSシリーズは、水反応性発熱剤の発熱反応を利用し、外部エネルギーを使用せずに食品の加熱または湯の生成を行う加熱製品
であり、構造および加熱方式の異なる以下の2製品で構成されています。
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■ HOTPLUS あったかフードボックス
あったかフードボックスは、二層構造の樹脂製容器型加熱キットです。
外容器内に設置した発熱剤に水を添加することで蒸気を発生させ、中容器底面の蒸気穴を通して蒸気が上段の食品に直接作用し、
効率的な加熱を行います。
この蒸気による直接加熱構造により、パックご飯など高温かつ一定時間の加熱を必要とする食品の加熱に適しています。
また、本製品は食品収納容器としても使用可能であり、収納した状態での運搬が可能です。
容器は繰り返し使用可能であり、発熱剤を交換することで継続的な運用が可能です。



3. 製品仕様（Product Specifications）

製品名 HOTPLUS マルチウォームバッグ
品番 MWB-30
JAN（EAN） 4589714650207

3-1. 製品名称

3-2. 製品区分
袋型加熱キット

3-3. 材質
加熱袋：PET，PP（耐熱温度100℃）
ハンドル：ポリプロピレン
スタンド：紙（CB600g）
発熱剤：酸化カルシウム／アルミニウム他

3-4. カラー
本体カラー：オレンジ／グリーン

3-5. 外形寸法および重量
外形寸法：W320 × D10 × H360（mm）
重量：約370g（発熱剤含む）

3-6. 発熱剤
発熱方式：水反応性発熱剤
内容量：60g
付属数：3個（個装／真空包装）
使用期限：出荷時に5年以上の残存期間担保

3-7. 安全性試験および適合性
・食品衛生法適合検査（加熱袋）
・加速劣化試験（発熱剤）
・消防法危険物該当性確認試験（発熱剤）

3-8. 使用回数
加熱袋：3回 ※発熱剤は加熱ごとに交換が必要です。

3-9. 収納および運搬
本製品は折りたたみコンパクトに収納できます。軽量で持ち運びが
容易であり、備蓄および携行用途に適しています。

3-10. 使用環境
電源：不要 火気：不要
屋内外で使用可能。（密閉空間では換気を行ってください）

3-11. 製造
加熱袋：韓国 ハンドル：韓国 発熱剤：中国

3-12. 知的財産権（自社保有特許）
特許番号：特開2021-123422 発明の名称：包装袋
本特許は、水反応性発熱剤の蒸気を利用し衛生的かつ短時間で湯の
生成ができるとともに、生成した湯を安全に取り出すことができる
構造に関するものです。

3-13.認証および受賞歴
一般社団法人防災安全協会主催の「防災防疫製品大賞2021」にお
いて新製品・セット品部門優秀賞を受賞しています。
日本食糧新聞社主催の「災害食大賞2022」において復興支援賞を
受賞しています。
一般社団法人防災安全協会により「防災製品等推奨品」として認定
されています。
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5-4. 加熱完了後
⑦加熱完了後、ハンドルをスライドさせ開封します。
⑧加熱袋から食品を取り出して使用します。
⑨加熱袋は3回繰り返し使用可能です。発熱剤は使用毎に交換してく
ださい。

5-5. 加熱性能（加熱時間の目安）

4-1. 梱包構成
本製品は、個装された製品を段ボール外装箱に収納した状
態で出荷されます。
個装には以下が含まれます。
・マルチウォームバッグ（加熱袋）
・ハンドル
・紙製スタンド
・専用発熱剤（3個）
発熱剤および紙製スタンドは所定位置に収納されています。

4. 梱包仕様（Packing Specifications）

5-1. 加熱準備
①加熱袋内（発熱層）の所定位置に発熱剤を設置します。

5-2. 食品の設置
②加熱袋内（加熱層）に加熱対象食品を収納します。
※湯を生成する場合は飲料水を入れます。

5-3. 加熱
③発熱剤に水（約180ml）を添加します。
④加熱袋の口を折り曲げハンドルをスライドし密封します。
⑤発熱剤と水の反応により蒸気が発生し、加熱層の周囲
フィルムを介して食品または水を加熱します。

⑥加熱時間の目安は約20分です。
※加熱時間は食品の種類および使用環境により異なりま
す。

5. 使用方法（Method of Use）

対象 温度 最大容量 目安時間/備考
アルファ化米 約70℃ 約2食 約20分
レトルト食品 約70℃ 約4食 約15分

缶飲料 約70℃ 約3本 約10分
湯の生成 約50℃ 1.8L 約30分
湯の生成 約90℃ 600ml 約10～15分

※加熱する食品の湯煎調理時間を目安に多少長めに加熱してください。
※温める食品の形状やサイズ、温める気温などの環境等によって温め
に要する時間は長くなる場合があります。

4-2. 外装梱包仕様
外装形態：段ボール箱
外装寸法：W700 × 400 × H190（mm）
梱包単位：30セット／ケース
梱包重量：約12.2kg／ケース
段ボール材質：K7／強化／K7 AF

4-3. 保管および輸送条件
本製品は常温環境で保管および輸送が可能です。
特別な温度管理は不要ですが、以下の環境を避けて保管してください。
・高温多湿環境
・直射日光下
・水濡れ環境
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6. 製品仕様比較表（Specifications Comparison）
項目 HOTPLUS マルチウォームバッグ HOTPLUS あったかフードボックス
製品区分 袋型加熱キット 容器型加熱キット
型式 袋型（二重構造） 容器型（二層構造）
主材質 袋：PET，PP、ハンドル：PP，スタンド：紙 ポリプロピレン
加熱原理 水反応性発熱剤による袋内加熱 水反応性発熱剤による蒸気直接加熱
発熱剤付属数 3個 3個
食品加熱 可能 可能
湯の生成 可能（最大約1.8L） 不可
湯温（例） 約90℃（600ml／約10分），約50℃（1.8L／約30分） ―
加熱対象食品 レトルト食品、飲料等 レトルト食品、パックご飯、缶飲料等
パックご飯加熱 可能だが苦手 蒸気直接加熱により特に適する
缶飲料加熱 可能（3本程度） 最大6本（190ml缶）同時加熱可能
調乳対応 粉ミルク（湯生成による） 液体ミルク加温に適する
同時加熱容量 約2食程度まで 約3～6食
使用回数 3回 容器は繰り返し使用可能
食品収納機能 なし あり
運搬 個別運搬が容易 収納状態で運搬可能
外部エネルギー 不要 不要
火気使用 不要 不要
屋内使用 可能 可能
発熱剤保管期間 5年以上 5年以上
特許 特開2021-123422（包装袋） 特許第7382685号（加熱保存容器）
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■教育機関・公共施設
災害備蓄および防災教育用途として導入されています。
◇導入用途例
・学校備蓄
・防災訓練用途
・避難所備蓄

■医療・福祉・宿泊施設
災害時の利用者対応および施設備蓄として導入されています。
◇導入用途例
・施設備蓄
・利用者対応備蓄
・災害対応備蓄

■防災啓発・防災関連機関
防災啓発活動および防災教育用途として活用されています。
◇導入用途例
・防災イベント
・防災訓練
・防災教育活動

■販売・流通
防災用品として全国の販売事業者を通じて供給されています。
◇販売チャネル例
・ホームセンター
・量販店
・防災用品販売事業者
・EC販売事業者

7. 導入事例（Deployment Record）
HOTPLUSシリーズは、防災備蓄および災害対応用途の加熱製品として、地方自治体、企業、インフラ事業者、教育機関、防災関連組織等、
幅広い分野に導入されています。
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■地方自治体・官公庁
災害発生時の避難所運営および被災者支援を目的とした備
蓄品として導入されています。
◇導入用途例
・避難所備蓄（非常食加熱用途）
・災害対応職員用備蓄
・帰宅困難者対策備蓄
・防災訓練での使用

■自治会・自主防災組織
地域防災活動および初動対応備蓄として導入されています。
◇導入用途例
・地域防災備蓄
・自主防災訓練での使用
・災害初動対応備蓄

■民間企業（BCP備蓄）
事業継続計画（BCP）に基づき、災害時の従業員対応およ
び事業継続を目的とした備蓄として導入されています。
◇導入用途例
・従業員用防災備蓄
・帰宅困難者対策備蓄
・事業所備蓄
◇導入分野例
・製造業
・情報通信業
・不動産業
・サービス業



図2

8. 商品外観および梱包参考図（Reference Images）

図1 製品外観
図2 個装状態
図3 外装梱包状態
※本図は参考図であり、実際の仕様は改良のため変更される
場合があります。

本製品の外観および梱包状態を以下に示します。
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■製造販売元
有限会社山本商事
612-8445
京都府京都市伏見区竹田浄菩提院町132
NUオフィス京都竹田5階
075-605-5169
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